３　石田製糸工場
　泊村の農業は、現在は「二十世紀梨」が主産物となっているが、大正年間から昭和初期にかけては、養蚕が盛んであり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まゆ),繭)の売上げ代金は、農業収入の主要部分を占めていた。その当時、泊村に石田製糸工場が創立され、養蚕全盛時代を背景として積極的な経営をし、地元産業として大きく発展していた。
　創立者の石田EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てるよし),輝贇)は、園浜山に、桃、梨などの果樹園を経営するかたわら、大正3年6月、繭ダルマ製糸工場を設立し、従業員13名で操業を開始した。

　大正5年春には、当時としては近代的な製糸機械を設置し、西郷村栗尾の出身者など40名も入社し、経営陣も、明里輝郷・山田久太郎（青谷）・石田正などと合資会社組織とし、社業は年を追って栄えた。

　大正8年には、山陰線の線路の南側の寺谷の地に、3階建の新工場を建設し、役場の隣接地に乾燥場も出来、従業員も、青谷吉川、日置谷、赤碕などの者70名にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふく),膨)れ、製品はアメリカなどに輸出し、繁栄の一途をたどった。
　こうした活况時代、年1回の従業員家族慰安大会の盛况振りは、今でも語り草となっている。

　ところが、大正12年の関東大地震に、問屋先の横浜の小川勝太郎が大被害を受け、その余波により石田製糸工場は苦境に立たされた。

　更に、昭和の初めの中部地区海岸に板屋貝が大発生、カイガラ景気が到来、女工の退職者が続出、明里宅の火災など災厄・障害が続出、経営難に陥り、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょう),奨)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けいしゃ),恵社)に担保を入れて融資を仰いだが、これが返済に困るようになった。

　こうした物心共に苦労の連続から、石田輝贇社長も健康を害して病床の人となり、昭和10年9月9日、49歳の働き盛りでこの世を去り、石田製糸工場もついに廃業を余儀なくされた。
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